
青森市の都市化

部

一昭和40年以蜂を中心として

めじは

わが国では大都市周辺だけでは江く，日本各地1950年代後半からの高度経済成長期において，

この時期著しく都市化の地方中心都市でも急激に都市化が進行した。青蒜市もその例外ではなく，

が進み，都市化の研究も多数行われた。

経済の低成長の時代であり，青議市をめぐる社会情それから 10数年経過した現在は，しかし，

勢も当時とくらべて大きな変化を生じていると思われる。そこで主として， 1970年代以降境在まで

ノレで，市全体及び各地区と，市務地周以下に述べるいくつかのスケの青森市の都市化について，

辺及び内部の都市化について考察してみた。

ま都市化の指標には，市全体及び各地区については，人口数と農家数の変北，農地転用現象を，

そした高椅地周辺及び内部については，人口精度の変化，人口減少地域における土地利用の変化，
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日 青森市全体及び各地じまにおける都市化

1.人口動態

まず最初に人口動態についてみてみた。

図 1は昭和41年から 59年までの青森市の人口動態のグラフであるが とれを見ると自熊動態は

ほとんど変化がないのに対し，社会動態は識しく変化しているのがわかる。特に昭和50年からお

年の聞は年に2000人近くの社会場があったのに対し，現在ではマイナスになってしまっている。

社会増の大幅な増加の原国としては，人口のUタ}ン現象が考えられる。昭和47年に起ったオ

イノレシ滋ツクにより日本の経携は高度成長から抵成長に向い，それに伴い，大都高iこ涜出した人口

がUタ…ンしてきたのである。また，近年の社会増のマイナス化の原因としては，全国的規模での

人口移動の縮小傾向が考えられる。しかし，との点については現在訴しいととはむかっていない。

地誌別の人口をみると，人口増加I封或

と人口梓滞地域の2つに大きく分けると

とができる。(地区は岡2を参照〉前者

には，治)11.新城，横内，原ZIJ，旧市内

が，後者には，後潟，興内，高田，荒JIi，浜館，

野F札束岳が入る。増加地域は旧市内及

び都心部iこ比較的近く，早い所で昭和40

部代前半，遅い所で昭和 50年代前半に

著しく宅地化が進んだ地域である。しか

し，とれらの地域でも昭和 57年以蜂の

人口の体びは停滞している。停滞地域は，

主に市の四北や東北，そして南部の番心

から遠く離れた所に位置しており，農村

的色彩が濃く，今後も人口の増加は期待

できない。

2. 農家数の変化

図2. 青森市の地1&名

隠31ま，青森市の農家数の変化告示したものである。とれを見ると昭和何年以降都市化の進行

は農家数を減少させていったととがわかる。しかし，昭和50年以鋒の農家の経営形態は，従来の

領向と異って者ている。すなわち，それ以前は専業農家が減少して兼業化が進み，兼業の中でも第

1種兼業が減少し，第2謹兼業の割合が増加していたのであるが，昭和 50年以蜂は，逆に事業と

1種兼業が増加し，第2種兼業が減少してきているのである。との原因としては，農家の摺層分

化，働く場所・機会の減少，怠業人口の高齢化が考えられる。

地区別にみると，やはり前に述べた人口停滞地域では誠タの割合は低く，皮対に人口増加地域で
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くなっている。

農地転用現象3. 

ら48年での農地の動きを示している。とれを見ると昭恭]43 昭和]40年から 58図41ま，

それ以降は少くなっているのがおかる。の聞の転用が多いのに対し，

一般にどの年度も住宅用地への転用の割合が高く，全体の内訳けをみると，各年度どとの

-各種資材聾場・-施設用地あるものの，ある。その告は，の50% 

公園，運動場のJI撲に在って工拡業用地，棺林，学校用地，水路・鉄道用地，事訪所な
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昭和45年から 48年の間は，わが留の

期の後半にあたり，当市にも経済成長の影響が出

はじめた時期でみり 転用が多いのは理解できる

と思う O つまり，経済の活発化iこより商業や，サ

』ビス業縮設が農地恐潰廃して建設されたり，

内亀古田7村からの人口の流入に大都市欝からのU

タ~ンの人口が加わり当市の住宅需要が増大し，

農地が住宅用地へと転用されたのである。

転用面積を水田・;絹地別でみると，市街地の大

部分が沖積地の青奈市の場合，やiまり水田が多い。

しかし転用面積が少くなった最近では，両者がほ

とんど同じになっている。これは，高度経済成長

期には大規模諾発が可能な本国が多く転用された

が，最近の経済の安定期には，大規模開発があま

り行われず，小規模な開発において有料な畑地の

転用が多くなったためと思めれる。

(a ) 
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地区別でみると， 71鹿J[[，新城，滝内， IB市内，

大野，筒井，横内，誤館，原1Wといった入口増加

地底での転用が多く，逆に後潟，輿内，荒)11，高

田，東岳，野内などの農村地帯では少く立ってい

図4. 農地転用面積

る。

E 市街地周辺及び内部における都市化

次に，都市イじをよりミク口に見るために，市街地見辺及び内部における都市北について考察して

みた。

1. 人口密度の変化

毒森市役所本ff管内及び油)11，捺裂の一部について，昭和何年と 55年の人口密度の差をとった

ものが歯5である。これ在見ると，人口増加地域は西方の石江，高西方向の西滝，主内，浪館，

方の大野，浦町，桜)11，南東方向の松森，小柳地区であることがわかる。逆に減少地区は，都心の

縁にあたる古mや，茶雇町，波打地震である。また察庁・会社地域である長品，橋本，中央とい
った地匹はある程度人口が減ってしまっているためかあまり変化はみられない。

ζれを見るかぎりで1;1，市の人口空沼化現象はまだ続いていると しかし，安方や本町と

いった都心部の地区iこ，中・高麗住宅が建設されているところからみると，近い将来ζの空需側壁

の碍光壌が起ることが予想される。
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2. 人口減少地域における土地科患の変化

都市内部の都市化をみるため，人口減少地械の土地利用の変化をみてみたO 対象地域は，宙川の

吉出IJ¥学校付近と，茶盤町の合浦小学校付近の 2ケ所である。(凶 5参照〉

古)[[地広は 人口減少地域である乙とが示すように・般住宅の減少が著しい。その約3害11が小売

宕舗や飲食!古への変化で，その他で誌，空地，余社，事務所への変化の期合が高くなっている。乙

の地区;え昭和 59年の都高計画図では，商業地域と近隣商業地域になっておりJ¥抱苫舗，飲食詰

め増加による人口減少が一つの特識と言える。また，空地への変化が多いのは・かつて密集してい

た住宅がまばらになったことをポしている。

もぢ)11と同じくー穀住宅の減少が目立つ。しかし，古)11
しているのは，小売肱舗

飲設住への変化が比較的少ないことと，アパ山ト，共同住宅への変化が多いζとである。従って ζ

の地区は，人口減少が著しいものの古川ほどではないことがわかる。乙の地区で特徴的なのは，工

業建築物・倉鹿・車惑の減少である。これは，この地監は準工築地区である港町2丁目に近いため
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古川とくらべて工場やそれに関連した倉庫が多かったが，小規模な工場や倉庫が海汰されて減少し

ていったものと考えられる。

3. 市街地見辺の農地潰鹿

関6は，昭和45年から 55年の関の農地潰第の様子を示している。農地は市の西方，

と一犠に潰擁されており，ほぼ図4の著しい人口塔加地域と しているのがわかる。農地のiまと

んどが住宅用地へと転用されていったのである。

乙の 10年間の潰蕗はどの方向へもー犠であるが，時期ごとに特教が出るのではえ互いかと

さらにち年ごとの 2つに底切ってみた。それiこよると，昭和45年から50キの聞は，市の部方及び高

西方向で， 50年かち 55年の関は，東方及び寵東方向で讃麓が多いという結果が得られた。 ζの原

因については，都市のサザエ状膨張が考えられるが，本論では地価の調査をしなかったので推測の

域を出ない。今後の調査が期待されるところである。

む
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民s 市借地周沼の農地漬廃昭和何年-.55年
〈市農業委員会農地転用国より作成〉
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日 と め

以上，昭和的年以降現在までの，青森市全体及び各地区と，市街地局辺及び内部の都市北をみて

きたが， ζれら惑とまとめると次のようになる。

1. 青森市全体及び各地区における都市化

青森F誌の都市化が急識に謹んだのは，詔和何年代後半から 50年代前半で，とれはわが国の高度

経済成長期の後期にあたる。しかし， 50年代後半は経携の怨成長の時代であり，都市化はあまち

進行していない。

都市化の方向拭，依黙として市の南東・雨間及び寓方であり，北西・北東へは進行していない。

操業の経営形態は，従来の第2種兼業の増加から専業，第 1，種葦業の増加へと変化してきており，

ζれは農家の階層分化，楊く場所・機会の減少，就業者の高齢化が考えられる。

Z 市街地周辺及び内部における都市化

青森市の場合，都心部の人口空洞化現象はまだ進んでおり，空澗の再充壌はみられなかったむ

人口減少地域で最も多くみられる土地利用の変化は，一般住宅から小売応舗，飲食癌への変化で

ある。次いで多いのが会社，事務所への変化で，とこ より高次の都市化が遊んでいる乙と恐

物語っている。

農地潰境の方向は依怒として，市の

がみられた。
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